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結果の概要
1．　栄養素等の摂取状況

　昭和55年調査における国民の全国平均1人1日当たり栄養摂取量は表1のとおりである。

　年次推移でみると近年は各栄養素とも特に目立つほどの変化はないが，前年（54年）と比較した場合，

エネルギー及びたん白質，脂肪といった主要栄養素をはじめ各種のミネラル，ビタミンなどの栄養素に

ついてもすべて減少を示している。

表1　栄養素摂取量の年次推移 （1人1日当たり）

昭和35年　昭和40年　昭和45年　昭和50年　昭和51年　昭和52年　昭和53年　昭和54年　昭和55年

エネルギー

たん白質

　うち動物性

脂肪

　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　鉄
ナトリウム（食塩換算）

ビタミンA

ビタミンB1

ビタミンB2

ビタミンC

一方，昭和55年の栄養摂取量を調査対象の平均栄養所要量に対する比率でみると図1のとおり，エネ

ルギー，たん白質，鉄，ピタミンB1，ビタミンCについては所要量を充足してはいるものの，カルシ

ウム，ビタミンA，ピタミンB2については若干下回っている。

2．　食晶の摂取状況

　昭和55年調査における国民の全国平均1人日当たりの食品群別摂取量は表2のとおりである。

　前年（54年）に比べて米類，魚介類，乳・乳製品は，わずかながら増加をしたが，油脂類，豆類，果

実類等は減少を示した。特に，これまで増加傾向にあった肉類の摂取量と比較的安定した摂取を示して

いた卵類の摂取量がともに減少をみたことが目立っている。

　各食品群について年次推移をみると，米については近年減少傾向が鈍化していたところであるが，55

年調査ではわずかながらも前年（54年）を上回る摂取量を示した。また，豆類，いも類，卵類，油脂類，
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図1　　栄養素摂取量と調査対象の平均栄養所要量との比較

　　　　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

昭和51年　昭和53年　昭和55年

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

海草類については，横ばいあるいは頭うちの摂取状況にあるといえよう。このように全体的に食品の摂

取が停滞しているなかで，乳・乳製品だけはわずかながらも引き続き増加傾向がみられる。

表2　主要食品群別摂取量の年次推移　　（全国平均1人1日当たり：g）

昭和35年　昭和40年　昭和45年　昭和50年　昭和51年　昭和52年　昭和53年　昭和54年　昭和55年

穀物　米類　小麦類

いも類

油脂類

豆類

緑黄色野菜

その他野菜

果実類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

乳・乳製品
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図2 食品群別摂取量の年次推移（1人1日当たり）

米　その他の野菜　果実類　乳・乳製品　調味嗜好飲料　小麦類
魚介類　肉類　豆類　いも類　緑黄色野菜　卵類　油脂類　海草類
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図3一1

　　　　　　　　　昭和51年　　52年　53年　54年　55年

エネルギーの食品群別摂取構成（％） 　　　表3－1 エネルギーの食品群別摂取構成（％）

昭和
　51年　52年　53年　54年　55年

米　小麦・その他の穀物　油脂　豆類　動物性食品

その他の食品 米類

小麦その他の穀類

油脂類

豆類

動物性食品
その他の食品


